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(57)【要約】
【課題】プラントに異常が発生した際に、豊富で的確な
設備情報を効率的に取得でき、公衆回線の利用を低減す
ることが可能な設備情報管理サーバを提供する。
【解決手段】設備情報管理サーバ１は、プラントを構成
する各機器に対してその機器名及び故障内容の組み合わ
せから関連付けられる設備情報のリストと、各機器と同
じまたは類似する機器分類の設備情報のリストをデータ
ベース化した設備情報ダウンロードデータベース１７を
備え、プラント監視制御システム３から異常信号を受信
した際に、異常信号から得た機器名及び故障内容をもと
に、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報のリ
スト（検索条件)を、設備情報ダウンロードデータベー
ス１７から検索する。また、現場２００の設備情報管理
端末２から不足する設備情報のダウンロードを要求した
場合、その設備情報のリストも設備情報ダウンロードデ
ータベース１７に追加登録するようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
プラントを構成する各機器の仕様、図面及び故障履歴を含む設備情報が蓄積された設備情
報データベースと、
プラントを構成する各機器に対してその機器名及び故障内容の組み合わせから関連付けら
れる設備情報のリスト及び前記各機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリスト
が蓄積された設備情報ダウンロードデータベースと、
プラントに異常が発生した際の異常信号を受信し当該機器の機器名及び故障内容を取得す
るプラント異常信号受信機能と、
前記プラント異常信号受信機能により取得した機器名及び故障内容をもとに当該機器への
対処に役立つ可能性がある設備情報のリストを前記設備情報ダウンロードデータベースか
ら検索するダウンロード情報検索機能と、
前記ダウンロード情報検索機能により検索された設備情報のリストをもとに当該機器への
対処に役立つ可能性がある設備情報を前記設備情報データベースから検索する設備情報検
索機能と、
前記設備情報検索機能により検索された設備情報を、所定のネットワークに接続された、
ユーザが携帯可能な設備情報管理端末に自動的にダウンロードする設備情報ダウンロード
機能を備えたことを特徴とする設備情報管理サーバ。
【請求項２】
請求項１に記載の設備情報管理サーバであって、ユーザが前記設備情報管理端末からダウ
ンロードを要求した設備情報のリストを前記設備情報ダウンロードデータベースに登録す
るダウンロード情報登録機能を備えたことを特徴とする設備情報管理サーバ。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載の設備情報管理サーバであって、前記設備情報管理端末か
ら送信された、前記設備情報管理端末にダウンロードされた設備情報に対するユーザのア
クセス履歴情報に基づいて、前記設備情報ダウンロードデータベースに蓄積された設備情
報のリストの目次を編集する目次管理機能を備えたことを特徴とする設備情報管理サーバ
。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の設備情報管理サーバであって、前記設備情報
管理端末の画面サイズ及び図面表示用アプリケーションソフトウェアの種類を含む端末情
報を取得し管理する端末情報管理機能と、前記端末情報管理機能から取得した端末情報を
もとに前記設備情報管理端末にダウンロードする図面の加工を行う図面加工機能を備えた
ことを特徴とする設備情報管理サーバ。
【請求項５】
請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の設備情報管理サーバであって、前記設備情報
管理端末の設備情報管理サーバとの間の接続状態または前記設備情報管理端末にユーザが
ログインしているかどうかを監視する端末接続状態監視機能と、前記設備情報管理端末に
ダウンロードされた設備情報を選択的に削除する設備情報ダウンロード制御機能を備え、
前記端末接続状態監視機能が、設備情報をダウンロードされており、ユーザにより使用さ
れていると判断する所定の条件が成立する前記設備情報管理端末を検出した際に、前記設
備情報ダウンロード制御機能が、前記所定のネットワークを介して設備情報管理サーバに
接続されておりユーザにより使用されていると判断する所定の条件が成立しない前記設備
情報管理端末からダウンロードした設備情報を削除することを特徴とする設備情報管理サ
ーバ。
【請求項６】
請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の設備情報管理サーバであって、ユーザの
担当設備及び設備情報へのアクセス履歴を含むユーザ毎の設定情報を蓄積するユーザ設定
情報データベースと、ユーザーが前記設備情報管理端末にログインしたことを検出した際
に、前記ユーザ設定情報データベースからログインしたユーザの設定情報を取得し前記ダ
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ウンロード情報検索機能に送信するユーザ設定情報管理機能を備え、前記ダウンロード情
報検索機能は、送信されてきた前記設定情報に関連した設備情報のリストを前記設備情報
ダウンロードデータベースから検索することを特徴とする設備情報管理サーバ。
【請求項７】
請求項３または請求項６に記載の設備情報管理サーバとともに使用される設備情報管理端
末であって、前記設備情報管理端末にダウンロードされた設備情報に対するユーザのアク
セス履歴情報を管理し、前記設備情報管理サーバに送信するアクセス履歴管理機能を備え
たことを特徴とする設備情報管理端末。
【請求項８】
請求項６に記載の設備情報管理サーバとともに使用される請求項７に記載の設備情報管理
端末であって、ユーザが前記設備情報管理端末にログインしたことを前記設備情報管理サ
ーバに送信することを特徴とする設備情報管理端末。
【請求項９】
プラントを構成する各機器の仕様、図面及び故障履歴を含む設備情報が蓄積された設備情
報データベースを有し、前記設備情報を管理する設備情報管理サーバと、前記設備情報管
理サーバと所定のネットワークで接続され、前記プラントを構成する機器に異常が発生し
た際に当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情報を前記設備情報管理サーバから受
信可能であるユーザが携帯可能な設備情報管理端末を備えた設備情報管理システムであっ
て、
　前記設備情報管理サーバは、プラントを構成する各機器に対してその機器名及び故障内
容の組み合わせから関連付けられる設備情報のリスト及び前記各機器と同じまたは類似す
る機器分類の設備情報のリストが蓄積された設備情報ダウンロードデータベースと、プラ
ントに異常が発生した際の異常信号を受信し当該機器の機器名及び故障内容を取得するプ
ラント異常信号受信機能と、前記プラント異常信号受信機能により取得した機器名及び故
障内容をもとに当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情報のリストを前記設備情報
ダウンロードデータベースから検索するダウンロード情報検索機能と、前記ダウンロード
情報検索機能により検索された設備情報のリストをもとに当該機器への対処に役立つ可能
性がある設備情報を前記設備情報データベースから検索する設備情報検索機能と、前記設
備情報検索機能により検索された設備情報を前記設備情報管理端末に自動的にダウンロー
ドする設備情報ダウンロード機能を備えたことを特徴とする設備情報管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラントを構成する各機器の設備情報を管理する設備情報管理サーバと、こ
の設備情報管理サーバとともに使用される設備情報管理端末、及びこれらを備えた設備情
報管理システムに関し、特に、プラントに異常が発生した際に現場に携帯する設備情報管
理端末に、当該機器への対処に役立つ可能性のある設備情報を自動的にダウンロードする
機能に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、設備情報管理システムにおける設備情報管理サーバは、プラントを構成する各機
器の仕様、図面及び故障履歴等を含む設備情報を管理しており、プラントに異常が発生し
た際には、プラント監視システムの異常信号から得られる機器名と故障内容をもとに当該
機器への対処に役立つ可能性がある設備情報を検索し、設備情報管理端末にダウンロード
していた。ユーザは、設備情報がダウンロードされた設備情報管理端末をネットワークか
ら切り離して現場に携帯し、設備情報を参照しながら異常機器に対処していた。
【０００３】
　先行例として、特許文献１では、センター等に設置される中央保守支援装置において、
現場携帯端末装置等の入力手段若しくは運転支援装置からの要求に基づいて情報検索手段
を駆動させ、過去に類似の症例等の保守データがないか等の検索を行い、その検索結果を
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各端末装置等の表示手段に表示するプラント運転保守支援装置が提示されている。
【特許文献１】特開平１１－３９０２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように、従来の設備情報管理システムでは、プラントに異常が発生した際に、プラ
ント監視制御システムの異常信号から取得した機器名と故障内容をもとに、当該機器に関
する設備情報を検索し、設備情報管理端末にダウンロードしていたが、現場においては、
当該機器に関する設備情報のみでは対処できない場合があり、より豊富で的確な設備情報
を効率的に取得することが望まれる。
【０００５】
　また、従来、現場で必要な設備情報が不足した場合には、設備情報管理端末から公衆回
線を利用して設備情報管理サーバに通信し、必要な設備情報を取得していたが、公衆回線
の環境が整備されていない現場や、整備されていても利用できない場所があること、さら
に公衆回線の費用を抑えたいことから、公衆回線を利用せずに必要な情報を取得すること
が望まれる。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題点を解消するためになされたもので、プラントに異常が発
生した際に、豊富で的確な設備情報を効率的に取得でき、公衆回線の利用を低減すること
が可能な設備情報管理サーバと設備情報管理端末、及びこれらを備えた設備情報管理シス
テムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る設備情報管理サーバは、プラントを構成する各機器の仕様、図面及び故障
履歴を含む設備情報が蓄積された設備情報データベースと、プラントを構成する各機器に
対してその機器名及び故障内容の組み合わせから関連付けられる設備情報のリスト及び各
機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリストが蓄積された設備情報ダウンロー
ドデータベースと、プラントに異常が発生した際の異常信号を受信し当該機器の機器名及
び故障内容を取得するプラント異常信号受信機能と、プラント異常信号受信機能により取
得した機器名及び故障内容をもとに当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情報のリ
ストを設備情報ダウンロードデータベースから検索するダウンロード情報検索機能と、ダ
ウンロード情報検索機能により検索された設備情報のリストをもとに当該機器への対処に
役立つ可能性がある設備情報を設備情報データベースから検索する設備情報検索機能と、
設備情報検索機能により検索された設備情報を、所定のネットワークに接続されたユーザ
が携帯可能な設備情報管理端末に自動的にダウンロードする設備情報ダウンロード機能を
備えたものである。
【０００８】
　また、本発明に係る設備情報管理端末は、本発明に係る設備情報管理サーバとともに使
用される設備情報管理端末であって、設備情報管理端末にダウンロードされた設備情報に
対するユーザのアクセス履歴情報を管理し、設備情報管理サーバに送信するアクセス履歴
管理機能を備えたものである。
【０００９】
　また、本発明に係る設備情報管理システムは、プラントを構成する各機器の仕様、図面
及び故障履歴を含む設備情報が蓄積された設備情報データベースを有し、設備情報を管理
する設備情報管理サーバと、設備情報管理サーバと所定のネットワークで接続され、プラ
ントを構成する機器に異常が発生した際に当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情
報を設備情報管理サーバから受信可能であるユーザが携帯可能な設備情報管理端末を備え
た設備情報管理システムであって、設備情報管理サーバは、プラントを構成する各機器に
対してその機器名及び故障内容の組み合わせから関連付けられる設備情報のリスト及び各
機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリストが蓄積された設備情報ダウンロー
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ドデータベースと、プラントに異常が発生した際の異常信号を受信し当該機器の機器名及
び故障内容を取得するプラント異常信号受信機能と、プラント異常信号受信機能により取
得した機器名及び故障内容をもとに当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情報のリ
ストを設備情報ダウンロードデータベースから検索するダウンロード情報検索機能と、ダ
ウンロード情報検索機能により検索された設備情報のリストをもとに当該機器への対処に
役立つ可能性がある設備情報を設備情報データベースから検索する設備情報検索機能と、
設備情報検索機能により検索された設備情報を設備情報管理端末に自動的にダウンロード
する設備情報ダウンロード機能を備えたものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、プラント監視制御システムから異常信号を受信した際に、設備情報管
理端末に豊富で的確な設備情報が自動的にダウンロードされ、公衆回線を利用して設備情
報を取得する頻度を低減することが可能な設備情報管理サーバと設備情報管理端末、及び
これらを備えた設備情報管理システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
実施の形態１．
　以下に、本発明を実施するための最良の形態である実施の形態１について、図面に基づ
いて説明する。図１は、本発明の実施の形態１に係る設備情報管理システムの構成を示す
概略図である。また、図２に、比較例として従来の設備情報管理システムの構成を示して
いる。なお、図中、同一、相当部分には同一符号を付している。
【００１２】
　図１に示すように、プラント管理室等の場内１００には、設備情報管理サーバ１、設備
情報管理端末２及びプラント監視制御システム３が設置され、これらは所定のネットワー
ク４で接続されている。また、プラントの現場２００には、ユーザ（職員）が設備情報管
理端末２をネットワーク４から切り離して携帯可能である。現場２００においては、設備
情報管理端末２は、公衆回線５を利用して設備情報管理サーバ１と通信する。
【００１３】
　本実施の形態１における設備情報管理サーバ１は、プラントを構成する各機器の仕様、
図面及び故障履歴等を含む設備情報を管理するサーバであり、主な機能としてプラント異
常信号受信機能１１、設備情報検索機能１２、設備情報データベース１３、設備情報ダウ
ンロード機能１４、及び公衆回線通信機能１５を備えている点では、図２に示す従来の設
備情報管理サーバ１ａと同様である。さらに、本実施の形態１における設備情報管理サー
バ１は、ダウンロード情報検索機能１６、設備情報ダウンロードデータベース１７、及び
ダウンロード情報登録機能１８を備えている。
【００１４】
　プラント異常信号受信機能１１は、プラントに異常が発生した際に、プラント監視制御
システム３から異常信号を受信し、この異常信号から当該機器の機器名と故障内容を取得
する機能である。また、設備情報検索機能１２は、設備情報管理端末２にダウンロードす
る設備情報を検索する機能であり、設備情報データベース１３は、プラントを構成する各
機器の仕様、図面及び故障履歴等を含む設備情報を蓄積するデータベースである。設備情
報ダウンロード機能１４は、設備情報検索機能１２により検索された設備情報を設備情報
管理端末２に自動的にダウンロードする機能である。
【００１５】
　また、公衆回線通信機能１５は、ネットワーク４から切り離された設備情報管理端末２
と公衆回線５を利用して通信する機能である。なお、設備情報管理端末２にも同様に公衆
回線通信機能２４が備えられている。公衆回線５を利用した通信については後に詳細に説
明する。以上に説明した機能は、従来の設備情報管理サーバ１ａにも備えられた機能であ
る。
【００１６】
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　さらに、設備情報ダウンロードデータベース１７は、設備情報管理端末２にダウンロー
ドする設備情報を設備情報検索機能１２により検索する際に、その検索条件となる設備情
報のリストを予めデータベース化したものである。具体的には、プラントを構成する各機
器に対してその機器名と故障内容の組み合わせから関連付けられる設備情報のリスト及び
各機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリストが蓄積されている。各機器と同
じまたは類似する機器分類の設備情報は、異常が発生した機器への対処の際に参考になる
可能性が高い情報である。
【００１７】
　また、ダウンロード情報検索機能１６は、プラント異常信号受信機能１１により取得し
た機器名と故障内容をもとに、当該機器への対処に役立つ可能性がある設備情報のリスト
を設備情報ダウンロードデータベース１７から検索する機能である。また、ダウンロード
情報登録機能１８は、ユーザが設備情報管理端末２からダウンロードを要求した設備情報
のリストを設備情報ダウンロードデータベース１７に登録する機能である。ダウンロード
情報登録機能１８については後に詳細に説明する。
【００１８】
　一方、設備情報管理端末２は、プラントに異常が発生した際に当該機器への対処に役立
つ可能性がある設備情報を設備情報管理サーバ１から受信可能であるとともに、所定のネ
ットワークであるネットワーク４から切り離してユーザが携帯可能な端末である。具体的
には、ノート型パーソナルコンピュータや携帯端末等、小型でユーザが現場２００に持ち
運び可能であり、現場２００からＰＨＳ等の公衆回線５を利用して設備情報管理サーバ１
に接続可能なモバイル端末である。
【００１９】
　本実施の形態１における設備情報管理端末２は、ダウンロードデータ受信機能２１、設
備情報データ２２、設備情報表示機能２３、及び公衆回線通信機能２４を備えている。ダ
ウンロードデータ受信機能２１は、設備情報管理サーバ１の設備情報ダウンロード機能１
４から設備情報を受信する機能であり、設備情報データ２２は、ダウンロードデータ受信
機能２１で受信した設備情報を保存するものである。また、設備情報表示機能２３は、設
備情報データ２２に保存された設備情報を表示する機能である。
【００２０】
　また、公衆回線通信機能２４は、設備情報管理サーバ１と公衆回線５を利用して通信を
行う機能である。ユーザは、現場２００において、設備情報データ２２に存在しない設備
情報が必要となった場合、設備情報管理端末２から公衆回線５を利用して所望の設備情報
のリスト（検索条件）を設備情報管理サーバ１に送信する。設備情報管理サーバ１は、受
信したリストをもとに設備情報データベース１３から設備情報を検索し、公衆回線５を利
用して設備情報管理端末２に送信するとともに、検索した設備情報のリストをダウンロー
ド情報登録機能１８により設備情報ダウンロードデータベース１７に登録する。
【００２１】
　以上のように、本実施の形態１に係る設備情報管理サーバ１は、図２に示す従来の設備
情報管理サーバ１ａと比較して、ダウンロード情報検索機能１６、設備情報ダウンロード
データベース１７、及びダウンロード情報登録機能１８を新たに備えたことを特徴として
いる。従来の設備情報管理サーバ１ａでは、プラント異常信号受信機能１１によりプラン
ト監視制御システム３からの異常信号を受信し、この異常信号から取得した当該機器の機
器名と故障内容が、検索条件として直に設備情報検索機能１２に送信されていた。このた
め、当該機器の機器名と故障内容のみの検索条件となっていた。
【００２２】
　これに対し、本実施の形態１に係る設備情報管理サーバ１の設備情報ダウンロードデー
タベース１７には、プラントを構成する各機器に対してその機器名と故障内容の組み合わ
せから関連付けられる設備情報のリストと、異常機器への対処の際に参考となる可能性の
高い各機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリストが蓄積され、さらに、ダウ
ンロード情報登録機能１８によりユーザが現場２００からダウンロードを要求した設備情



(7) JP 2010-26778 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

報のリストも登録されている。
【００２３】
　プラント異常信号受信機能１１によりプラント監視制御システム３からの異常信号を受
信した際には、異常信号から取得した機器名と故障内容をもとに、ダウンロード情報検索
機能１６により、設備情報ダウンロードデータベース１７に蓄積されたリストの中から、
異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報のリストが抽出され、設備情報検索機能１
２による検索条件となる。すなわち、従来よりも設備情報管理端末２にダウンロードされ
る設備情報の量が多くなり、豊富で的確な設備情報を効率的に取得することができる。
【００２４】
　次に、図３のフローチャートを用いて、本実施の形態１に係る設備情報管理システムに
おいて、プラントに異常が発生した際に、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報
を設備情報管理端末２に自動的にダウンロードする動作について説明する。プラントに異
常が発生すると、ステップ１（Ｓ１）において、プラント監視制御システム３は、異常信
号を設備情報管理サーバ１に通知する。
【００２５】
　次に、ステップ２（Ｓ２）では、設備情報管理サーバ１のプラント異常信号受信機能１
１が、プラント監視制御システム３からの異常信号を受信し、異常信号から機器名及び故
障内容を取得する。ステップ３（Ｓ３）では、ダウンロード情報検索機能１６は、プラン
ト異常信号受信機能１１から得た機器名及び故障内容をもとに、異常機器の対処に役立つ
可能性がある設備情報のリストを設備情報ダウンロードデータベース１７から検索する。
【００２６】
　ステップ４（Ｓ４）では、設備情報検索機能１２は、ダウンロード情報検索機能１６に
より抽出された設備情報のリストをもとに、設備情報データベース１３から設備情報を検
索する。さらに、ステップ５（Ｓ５）において、設備情報ダウンロード機能１４は、設備
情報検索機能１２による検索結果である設備情報を、設備情報管理端末２に自動的にダウ
ンロードする。
【００２７】
　次に、図４のフローチャートを用いて、現場２００において異常機器の対処に必要な設
備情報が不足した場合の動作について説明する。まず、ステップ１１（Ｓ１１）において
、ユーザは、設備情報管理端末２の設備情報表示機能２３で、設備情報のリスト（検索条
件）を指定する。次に、ステップ１２（Ｓ１２）では、設備情報管理端末２の公衆回線通
信機能２４により、公衆回線５を利用して設備情報のリストを設備情報管理サーバ１の公
衆回線通信機能１５に送信する。設備情報管理サーバ１の公衆回線通信機能１５は、設備
情報のリストを設備情報検索機能１２に送信する。
【００２８】
　ステップ１３（Ｓ１３）では、設備情報検索機能１２が、送信されてきた設備情報のリ
ストをもとに、これを検索条件として設備情報データベース１３から設備情報を検索する
。設備情報検索機能１２による検索結果である設備情報は、ステップ１４（Ｓ１４）にお
いて、公衆回線通信機能１５により、公衆回線５を利用して設備情報管理端末２に送信さ
れる。また、設備情報検索機能１２は、検索結果である設備情報のリストを、ダウンロー
ド情報登録機能１８に送信する（Ｓ１６へ）。
【００２９】
　ステップ１５（Ｓ１５）において、設備情報管理端末２の公衆回線通信機能２４は、ダ
ウンロードを要求した設備情報のリストにより検索された設備情報を受信する。受信した
設備情報は、設備情報表示機能２３に表示され、設備情報データ２２に保存される。一方
、ステップ１６（Ｓ１６）において、ダウンロード情報登録機能１８は、設備情報ダウン
ロードデータベース１７に、ユーザのダウンロード要求により検索した設備情報のリスト
を追加登録する。
【００３０】
　以上のように、本実施の形態１では、設備情報管理サーバ１に、プラントを構成する各
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機器に対してその機器名及び故障内容の組み合わせから関連付けられる設備情報のリスト
と、各機器と同じまたは類似する機器分類の設備情報のリストをデータベース化した設備
情報ダウンロードデータベース１７を備え、プラント監視制御システム３から異常信号を
受信した際に、異常信号から得た機器名及び故障内容をもとに、異常機器の対処に役立つ
可能性がある設備情報のリスト（検索条件）を、設備情報ダウンロードデータベース１７
から検索するようにした。
【００３１】
　さらに、現場２００の設備情報管理端末２から不足する設備情報のダウンロードを要求
した場合、その設備情報のリストも設備情報ダウンロードデータベース１７に追加登録さ
れるため、次回同じ異常信号を受信した場合には、その異常信号の対処に有効な設備情報
が設備情報管理端末２に自動的にダウンロードされることになる。
【００３２】
　よって、本実施の形態１によれば、プラント監視制御システム３から異常信号を受信し
た際に、設備情報管理端末２に自動的にダウンロードされる設備情報の量が従来に比べて
多くなり、豊富で的確な設備情報を効率的に取得できる。また、現場２００から公衆回線
５を利用して設備情報を取得する頻度を低減することができる。
【００３３】
実施の形態２．
　図５は、本発明の実施の形態２に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である
。なお、図５中、図１と同一、相当部分には同一符号を付し説明を省略する。本実施の形
態２に係る設備情報管理システムは、上記実施の形態１と同様の構成に加え、設備情報管
理サーバ１に目次管理機能１９を備え、また、設備情報管理サーバ１とともに使用される
設備情報管理端末２にアクセス履歴管理機能２５を備えたことを特徴とする。
【００３４】
　設備情報管理端末２のアクセス履歴管理機能２５は、設備情報管理端末２にダウンロー
ドされ、設備情報データ２２に保存された設備情報に対するユーザのアクセス履歴を管理
し、設備情報管理サーバ１に送信する機能である。また、設備情報管理サーバ１の目次管
理機能１９は、アクセス履歴管理機能２５から送信されたアクセス履歴情報に基づいて、
設備情報ダウンロードデータベース１７に蓄積された設備情報のリストの目次を編集する
機能である。
【００３５】
　次に、図６に示すフローチャートを用いて、本実施の形態２に係る設備情報管理システ
ムにおいて、プラントに異常が発生した際に、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備
情報を設備情報管理端末２に自動的にダウンロードする動作について説明する。なお、図
６のステップ２１、ステップ２２及びステップ２４は、上記実施の形態１における図３の
フローチャートのステップ１、ステップ２及びステップ４と同じ動作である。
【００３６】
　プラントに異常が発生すると、ステップ２１（Ｓ２１）において、プラント監視制御シ
ステム３は、異常信号を設備情報管理サーバ１に通知する。ステップ２２（Ｓ２２）では
、設備情報管理サーバ１のプラント異常信号受信機能１１が、プラント監視制御システム
３からの異常信号を受信し、異常信号から機器名及び故障内容を取得する。
【００３７】
　次に、ステップ２３（Ｓ２３）において、ダウンロード情報検索機能１６は、プラント
異常信号受信機能１１から得た機器名及び故障内容をもとに、設備情報ダウンロードデー
タベース１７から、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報のリストとその目次を
検索し、併せて取得する。ステップ２４（Ｓ２４）では、設備情報検索機能１２は、ダウ
ンロード情報検索機能１６により抽出された設備情報のリストをもとに、設備情報データ
ベース１３から設備情報を検索する。
【００３８】
　さらに、ステップ２５（Ｓ２５）において、設備情報ダウンロード機能１４は、設備情
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報検索機能１２による検索結果である設備情報とその目次を併せて設備情報管理端末２に
自動的にダウンロードする。その結果、設備情報管理端末２の設備情報データ２２には、
設備情報とその目次が含まれるため、設備情報表示機能２３は、まず目次を表示し、この
目次から選択された設備情報を表示することができる。
【００３９】
　また、本実施の形態２では、設備情報管理端末２における設備情報に対するユーザのア
クセス履歴に基づいて、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報の目次を並べ替え
たり、修正したりする編集作業を行うことができる。目次の編集をする際の動作について
、図７に示すフローチャートを用いて説明する。まず、ユーザが現場２００から場内１０
０に戻り、ステップ３１（Ｓ３１）において設備情報管理端末２を、ネットワーク４に接
続する。
【００４０】
　次に、ステップ３２（Ｓ３２）において、設備情報管理端末２のアクセス履歴管理機能
２５は、異常機器への対処の際にユーザが設備情報表示機能２３からアクセスした設備情
報の履歴（アクセス履歴情報）を設備情報管理サーバ１に送信する。さらに、ステップ３
３（Ｓ３３）において、設備情報管理サーバ１の目次管理機能１９は、アクセス履歴管理
機能２５から送信されたアクセス履歴情報をもとに、設備情報ダウンロードデータベース
１７に蓄積された設備情報の目次情報に対して、アクセス履歴が多い目次を上位に配置す
る等の編集を行う。
【００４１】
　本実施の形態２によれば、上記実施の形態１と同様の効果に加え、設備情報管理端末２
にダウンロードされた設備情報データ２２に対するユーザのアクセス履歴を管理するアク
セス履歴管理機能２５を備え、設備情報管理サーバ１の目次管理機能１９でアクセス履歴
情報をもとに設備情報ダウンロードデータベース１７の目次を編集するようにしたので、
ユーザは、設備情報管理端末２に自動的にダウンロードされた設備情報の中から、特に有
効な設備情報を、目次を参考にして的確かつ迅速に探し出すことができる。
【００４２】
実施の形態３．
　図８は、本発明の実施の形態３に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である
。なお、図８中、図５と同一、相当部分には同一符号を付し説明を省略する。本実施の形
態３に係る設備情報管理システムは、上記実施の形態２と同様の構成に加え、設備情報管
理サーバ１に、端末情報管理機能１１０と図面加工機能１１１を備えたものである。
【００４３】
　端末情報管理機能１１０は、設備情報管理端末２の画面サイズや、端末上の設備情報表
示機能２３で利用している図面表示用アプリケーションソフトウェア（以下、図面表示ア
プリケーションと略す）の種類等を含む端末情報を取得し、管理する機能である。また、
図面加工機能１１１は、端末情報管理機能１１０から取得した端末情報をもとに、設備情
報管理端末２にダウンロードする図面の加工を行う機能であり、例えば設備情報管理端末
２の画面サイズにあわせて図面の必要な箇所の切り出しを行う。
【００４４】
　本実施の形態３に係る設備情報管理システムにおいて、設備情報管理端末２の画面サイ
ズにあわせて図面の必要な箇所を表示する動作について、図９に示すフローチャートを用
いて説明する。設備情報管理端末２をネットワーク４に接続すると、ステップ４１（Ｓ４
１）において、設備情報管理サーバ１の端末情報管理機能１１０は、設備情報管理端末２
の画面サイズや端末上の図面表示アプリケーションの種類等の情報を取得して管理する。
【００４５】
　次に、ステップ４２（Ｓ４２）において、ダウンロード情報検索機能１６が設備情報ダ
ウンロードデータベース１７を検索する際に、端末情報管理機能１１０から設備情報管理
端末２の画面サイズや図面表示アプリケーションの種類等の端末情報を取得する。さらに
、Ｓ４３（Ｓ４３）において、設備情報管理端末２の図面表示アプリケーションで図面の
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拡大・縮小が行えるか否かを判断する。
【００４６】
　図面の拡大・縮小が行える場合には、ステップ４４（Ｓ４４）に進み、ダウンロード情
報検索機能１６は、設備情報ダウンロードデータベース１７から図面の必要な箇所の中心
座標を取得し、その他の設備情報とともにダウンロードを行う。さらに、ステップ４５（
Ｓ４５）において、設備情報管理端末２は、ダウンロードされた図面を、取得した中心座
標を中心として拡大表示する。
【００４７】
　一方、設備情報管理端末２の図面表示アプリケーションで図面の拡大・縮小が行えない
場合には、ステップ４６（Ｓ４６）に進み、設備情報検索機能１２が設備情報データベー
ス１３から図面を取得する際に、設備情報ダウンロードデータベース１７から取得した図
面をもとに、図面加工機能１１１にて図面の必要な箇所を設備情報管理端末２の画面サイ
ズに合わせて切り出し、その他の設備情報とともにダウンロードを行う。さらに、ステッ
プ４７（Ｓ４７）において、設備情報管理端末２は、設備情報管理端末２の画面サイズに
あわせて加工された図面を表示する。
【００４８】
　本実施の形態３によれば、上記実施の形態２と同様の効果に加え、設備情報管理サーバ
１に端末情報管理機能１１０及び図面加工機能１１１を備えることにより、図面の必要な
箇所を設備情報管理端末２の端末情報に対応させて表示するようにしたので、ユーザが図
面のスクロールや拡大等を行って必要な箇所を探し出す必要がなく、異常機器の対処に必
要な箇所を迅速に表示することができる。また、図面の切り出しにより必要な箇所のみを
取得する場合、送信するデータ容量が小さくなるため、現場２００から公衆回線５を利用
して図面を検索する際の回線費用を低減することができる。
【００４９】
実施の形態４．
　図１０は、本発明の実施の形態４に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図であ
る。なお、図１０中、図８と同一、相当部分には同一符号を付し説明を省略する。本実施
の形態４に係る設備情報管理システムは、設備情報管理サーバ１に複数台の設備情報管理
端末２ａ、２ｂ、・・２ｚがネットワーク４を介して接続されたものであり、設備情報管
理サーバ１は、設備情報ダウンロード制御機能１１２と端末接続状態監視機能１１３を備
えている。
【００５０】
　本実施の形態４における設備情報ダウンロード制御機能１１２は、上記実施の形態１～
３における設備情報ダウンロード機能１４に代わるものであり、設備情報を設備情報管理
端末２に自動的にダウンロードする機能と、複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・
２ｚにダウンロードされた設備情報を選択的に削除する機能を備えている。また、端末接
続状態監視機能１１３は、複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚ各々の設備情
報管理サーバ１との間の接続の有無（状態）を、ネットワーク４または公衆回線５のいず
れを介しているかも含めて監視し、ユーザが設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚにロ
グインしているかどうかを監視する機能である。
【００５１】
　本実施の形態４では、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報がダウンロードさ
れた複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚのうちの１台、例えば設備情報管理
端末２ａに対して、ユーザが現場２００へ携帯するために設備情報管理サーバ１との接続
を断った場合、設備情報ダウンロード制御機能１１２は、設備情報管理サーバ１との接続
が断たれた設備情報管理端末２ａを除く他の設備情報管理端末２ｂ、・・２ｚに対して、
ダウンロードされた設備情報を削除する。
【００５２】
　本実施の形態４に係る設備情報管理システムにおいて、プラント設備に異常が発生した
際に、異常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報を設備情報管理端末２ａに自動的に
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ダウンロードする動作について、図１１に示すフローチャートを用いて説明する。プラン
トに異常が発生すると、まず、ステップ５１（Ｓ５１）において、プラント監視制御シス
テム３は、異常信号を設備情報管理サーバ１に通知する。
【００５３】
　次に、ステップ５２（Ｓ５２）において、設備情報管理サーバ１のプラント異常信号受
信機能１１が、プラント監視制御システム３からの異常信号を受信し、異常信号から機器
名及び故障内容を取得する。次に、ステップ５３（Ｓ５３）において、ダウンロード情報
検索機能１６は、プラント異常信号受信機能１１から得た機器名及び故障内容もとに、異
常機器の対処に役立つ可能性がある設備情報のリスト及びその目次を設備情報ダウンロー
ドデータベース１７から検索する。
【００５４】
　次に、ステップ５４（Ｓ５４）において、設備情報検索機能１２は、ダウンロード情報
検索機能１６により抽出された設備情報のリストをもとに、設備情報データベース１３か
ら設備情報を検索する。さらに、ステップ５５（Ｓ５５）において、端末接続状態監視機
能１１３は、ネットワーク４に接続中の複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚ
を確認する。
【００５５】
　次に、ステップ５６（Ｓ５６）において、設備情報ダウンロード制御機能１１２は、設
備情報検索機能１２による検索結果である設備情報及びその目次を、ステップ５５におい
てネットワーク４に接続中であることが確認された複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ
、・・２ｚに自動的にダウンロードする。さらに、ステップ５７（Ｓ５７）において、端
末接続状態監視機能１１３は、複数台の設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚが、プラ
ントの現場２００に持参されユーザにより使用される端末であるか否かを判断する。なお
、ネットワーク４から切り離されることが、設備情報管理端末がユーザにより使用されて
いると判断する所定の条件である。
【００５６】
　端末接続状態監視機能１１３が、ステップ５７において、複数台の設備情報管理端末２
ａ、２ｂ、・・２ｚの中から、設備情報をダウンロードされており、ユーザにより使用さ
れていると判断する所定の条件が成立する設備情報管理端末２ａを検出すると、ステップ
５８（Ｓ５８）において、設備情報ダウンロード制御機能１１２は、その他の設備情報管
理端末、すなわち所定のネットワーク４を介して設備情報管理サーバ１に接続されており
ユーザにより使用されていると判断する所定の条件が成立しない設備情報管理端末２ｂ、
・・２ｚから、ダウンロードした設備情報及びその目次を削除する。
【００５７】
　なお、ステップ５８において設備情報の削除が行われる前に、新たに別の設備情報管理
端末２がネットワーク４に接続され、端末接続状態監視機能１１３によりその接続が確認
された場合には、新たに接続された設備情報管理端末２に対しても設備情報及びその目次
が自動的にダウンロードされる。
【００５８】
　また、設備情報ダウンロード制御機能１１２は、ネットワーク４に接続中の設備情報管
理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚの中の１台にユーザがログインしたことが設備情報管理端末
から設備情報管理サーバ１に通知された場合に、その他の設備情報管理端末から設備情報
及びその目次を削除するようにしてもよい。さらに、ユーザが現場２００で設備情報管理
端末２にログインし、その情報を公衆回線５を利用して端末接続状態監視機能１１３が確
認した場合、設備情報ダウンロード制御機能１１２は、ネットワーク４に接続されたその
他の設備情報管理端末２から設備情報及び目次を削除するようにしてもよい。上記以外で
も、設備情報をダウンロードされており、ユーザにより使用されていると判断する所定の
条件が成立する設備情報管理端末を検出した場合には、ネットワーク４に接続されたその
他の設備情報管理端末２から設備情報及び目次情報を削除するようにしてもよい。
【００５９】
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　本実施の形態４によれば、上記実施の形態３と同様の効果に加え、複数台の設備情報管
理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚがネットワーク４に接続されている場合において、ネットワ
ーク４に接続されている全ての設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚに異常機器の対処
に役立つ可能性がある設備情報をダウンロードし、ユーザが現場２００で使用する設備情
報管理端末２ａを検出すると、その他の設備情報管理端末２ｂ、・・２ｚから設備情報を
削除するようにしたので、現場２００で使用しない設備情報管理端末２ｂ、・・２ｚに不
要な設備情報が蓄積されるのを防止でき、設備情報管理端末における設備情報の表示が容
易になり、必要な設備情報を迅速に探し出すことができる。また、複数のユーザが同じ異
常機器に対処しようとすることを防止できる。
【００６０】
　実施の形態５．
　図１２は、本発明の実施の形態５に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図であ
る。なお、図１２中、図１０と同一、相当部分には同一符号を付し説明を省略する。本実
施の形態５に係る設備情報管理システムは、設備情報管理サーバ１に複数台の設備情報管
理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚがネットワーク４を介して接続されたものであり、設備情報
管理サーバ１にユーザ設定情報管理機能１１４及びユーザ設定情報データベース１１５を
備えたものである
【００６１】
　ユーザ設定情報管理機能１１４は、設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚを使用する
ユーザの設定情報を管理する機能である。ユーザ設定情報データベース１１５は、設備情
報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚを使用する各ユーザの担当設備、設備情報へのアクセス
履歴及び図面加工方法等を含むユーザ毎の設定情報を蓄積するデータベースである。
【００６２】
　端末接続状態監視機能１１３によりユーザが設備情報管理端末２ａ、２ｂ、・・２ｚの
いずれかにログインしたことを検出した際に、ユーザ設定情報管理機能１１４は、ユーザ
設定情報データベース１１５からユーザの設定情報を取得し、ダウンロード情報検索機能
１６に送信する。ダウンロード情報検索機能１６は、送信されてきたログインユーザの設
定情報に関連した設備情報のリストを設備情報ダウンロードデータベース１７から検索す
ることにより、設備情報管理端末２にダウンロードする設備情報をログインユーザ向けに
カスタマイズすることができる。
【００６３】
　本実施の形態５に係る設備情報管理システムにおいて、プラントに異常が発生し、ユー
ザが設備情報管理端末２ａにログインした際の動作について、図１３を用いて説明する。
プラント監視制御システム３が異常信号を設備情報管理サーバ１に通知し、ユーザが設備
情報管理端末２ａにログインすると、ステップ６１（Ｓ６１）において、ユーザ設定情報
管理機能１１４は、ユーザ設定情報データベース１１５からログインユーザの設定情報を
取得する。
【００６４】
　次に、ステップ６２（Ｓ６２）において、ダウンロード情報検索機能１６は、プラント
異常信号受信機能１１から取得した機器名及び故障内容、及びステップ６１で取得したロ
グインユーザの担当設備、設備情報へのアクセス履歴及び図面加工方法等の設定情報をも
とに、設備情報ダウンロードデータベース１７から、異常機器の対処に役立つ可能性があ
る設備情報のリストとその目次、及びログインユーザの設備情報へのアクセス履歴に基づ
いた目次を検索する。
【００６５】
　次に、ステップ６３（Ｓ６３）において、設備情報検索機能１２は、ダウンロード情報
検索機能１６から抽出された設備情報のリストをもとに、設備情報データベース１３から
設備情報を検索する。さらに、ステップ６４（Ｓ６４）において、ステップ６１で取得し
たログインユーザの図面加工方法の設定が図面全体か否かを判断し、図面全体の場合はス
テップ６５（Ｓ６５）へ進み、図面の必要箇所のみの場合はステップ６６（Ｓ６６）へ進
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む。
【００６６】
　ステップ６５では、ダウンロード情報検索機能１６は、設備情報ダウンロードデータベ
ース１７から図面の必要な箇所の中心座標を取得して、その他の設備情報とともに自動的
にダウンロードを行う。また、ステップ６６では、設備情報検索機能１２が設備情報デー
タベース１３から図面を取得する際に、図面加工機能１１１にて図面の必要な箇所を設備
情報管理端末２の画面サイズにあわせて切り出し、その他の設備情報とともに自動的にダ
ウンロードを行う。ユーザログイン後にダウンロードするデータは、ユーザによりカスタ
マイズするデータだけにすれば、公衆回線５によりダウンロードするデータをより少なく
することができる。
【００６７】
　本実施の形態５によれば、上記実施の形態４と同様の効果に加え、設備情報管理端末２
にダウンロードする設備情報をログインユーザ向けにカスタマイズすることができるため
、ユーザの担当設備に関係した設備情報や適切な図面の表示方法、またはユーザのアクセ
ス履歴に基づいた目次に設定することができ、各ユーザに対応した適切な設備情報を効率
良く提供することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明に係る設備情報管理サーバ及び設備情報管理端末は、プラント設備に関する設備
情報を管理する設備情報管理システムに利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である。
【図２】参考例である従来の設備情報管理システムの構成を示す概略図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る設備情報管理システムにおいて、異常機器の対処に
役立つ可能性がある設備情報を設備情報管理端末にダウンロードする動作を示す図である
。
【図４】本発明の実施の形態１に係る設備情報管理システムにおいて、異常機器の対処に
必要な設備情報の不足が発生した場合の動作を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である。
【図６】本発明の実施の形態２に係る設備情報管理システムにおいて、異常機器の対処に
役立つ可能性がある設備情報を設備情報管理端末にダウンロードする動作を示す図である
。
【図７】本発明の実施の形態２に係る設備情報管理システムにおいて、目次の編集をする
際の動作を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態３に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である。
【図９】本発明の実施の形態３に係る設備情報管理システムにおいて、設備情報管理端末
に図面の必要な箇所を表示する動作を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態４に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である
。
【図１１】本発明の実施の形態４に係る設備情報管理システムにおいて、異常機器の対処
に役立つ可能性がある設備情報を設備情報管理端末にダウンロードする動作を示す図であ
る。
【図１２】本発明の実施の形態５に係る設備情報管理システムの構成を示す概略図である
。
【図１３】本発明の実施の形態４に係る設備情報管理システムにおいて、プラント設備に
異常が発生しユーザが設備情報管理端末にログインした際の動作を示す図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１、１ａ　設備情報管理サーバ、２、２ａ、２ｂ、２ｚ　設備情報管理端末、
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３　プラント監視制御システム、４　ネットワーク、５　公衆回線、
１１　プラント異常信号受信機能、１２　設備情報検索機能、１３　設備情報ＤＢ、
１４　設備情報ダウンロード機能、１５　公衆回線通信機能、
１６　ダウンロード情報検索機能、１７　設備情報ダウンロードＤＢ、
１８　ダウンロード情報登録機能、１９　目次管理機能、
２１　ダウンロードデータ受信機能、２２　設備情報データ、２３　設備情報表示機能、
２４　公衆回線通信機能、２５　アクセス履歴管理機能、１００　場内、
１１０　端末情報管理機能、１１１　図面加工機能、
１１２　設備情報ダウンロード制御機能、１１３　端末接続状態監視機能、
１１４　ユーザ設定情報管理機能、１１５　ユーザ設定情報ＤＢ、２００　現場。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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